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①は大正１０年１０月に撮影されたものです。開校後も現在地に校舎（②）が完成するま
でしばらくの間、八日市場町ロ２３３番地庚戌裁縫女学校の２階を間借りしていました。

③は第１回卒業式の様子です。１４名卒
業しました。女子の中等学校は殆どない
時代だったので、非常に優秀な子女が集
まりました。
その後、創立者⾧戸路政司先生は「敬天
愛人」の具現化の場所として、本校とは
別に旭敬愛公民中学校、旭敬愛商業学校、
旭敬愛女子商業学校を開校し共に本校へ
の編入を認めました。しかし、次第に戦
雲悪化していく時代の影響を受け、財政
難もあり廃校となってしまいました。

① ③

② ④

④は昭和６年１０月２３日の大運動会で披露されたマスゲー
ム「昭和の舞」です。昭和６年は満州事変が勃発し、戦争と
ファシズムの空気が漂い始めた年です。しかし、街に流れる
古賀メロディ（藤山一郎が唄う｢酒は涙か溜息か｣等）に多く
の人が酔いしれるなど、まだまだ平和な時代だったのかもし
れません。

⑤

現在も使用している本校舎⑥は昭和３９年に完成しています。
昭和３９年は、東京オリンピックが開催され、東海道新幹線が
走り始めるなど、高度成⾧時代を迎えた日本は更なる発展に向
けて走り続けていました。その後、昭和４５年には大阪万国博
覧会が、高度経済成⾧を成し遂げアメリカに次ぐ経済大国と
なった日本の象徴的な意義を持つイベントとして開催されまし
た。本校も、日本の発展に合わせるかのように「海の家」や横
芝校舎、敬天閣など次々と新たな施設を建設していきました。

⑥

平成１２年（２０００年）に現在の校名に改称すると
ともに男女共学となった本校は、平成２６年には通信
制課程を設置するなど、建学の精神「敬天愛人」の下、
常に時代や地域の要請に応えながら発展し続けてきま
した。
創立１００年を迎える今、次の新たな１世紀に向けて
創立者⾧戸路政司先生の教育に賭けた熱い想いを忘れ
ることなく、生徒と教職員、保護者が一体となって、
一層魅力ある学校づくりに邁進します。
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⑤は昭和１７年の卒
業証書です。
創立者⾧戸路政司先
生は昭和５３年まで
５７年間にわたり校
⾧を務められました。
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⑥


